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Ⅴ．研 究 方 法
1．研究対象：当看護専門学校 3 回生 39 名（回収
率 100％）
2．調査期間：平成 26 年 12 月 24 日（統合実習終



































































































































































































Ⅹ．お わ り に
　今回，当看護専門学校では統合実習の評価に初
めてルーブリックを導入し，学生は統合実習で付
けたい力が明確となり，自らの課題を意識して主
体的に学習することができた．統合実習終了後の
実習指導者と教師の感想としても，ルーブリック
は学生の状況や課題が明確になり，それを三者で
共有しやすく，実習指導に役立てられるという意
見が多かった．評価は学習を前進させるためのも
のであり，学習・指導・評価の一体化が図れるこ
とが重要である．今回取り組んだ統合実習での
ルーブリックの活用は，まさにその一体化を図る
ことを目指す取り組みであった．今後は，さらに
学習・指導・評価の一体化を図り，学生の看護実
践能力が向上できるようにしていきたい．
　本研究は，第 46 回日本看護学会看護教育学術集会で
示説発表した．
　開示すべき利益相反はなし．
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